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はじめに 
• わが国は、地理的条件から、地震・
土砂災害・風水害等、様々な災害
の被害を受けやすく、これまで、度
重なる大災害を踏まえ、様々な取
組が行われてきました。 

• 首都直下型、多摩直下型地震がいつ起きてもおか
しくない状況にあり、稲城市においても緊張感をもっ
て防災対策に取り組んでいます。 

被災地で救助活動にあたる稲城消防署員▶ 

• また近年では、気候変動がもたらす
風水害等の激甚化が懸念されます。 
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過去の大災害 
• わが国の防災に対する取り組みは、過去３度の大災害
が、転換点となりました。 
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稲城市の防災体制① 
• 稲城市では、昭和42年、稲城町消防本部の発足以来、
「市単独消防」として消防行政を進めています。 

• 「稲城市消防基本計画」に基づき、消防体制の充実・
強化に取り組んでいます。 

• 平成28年3月に、今後10カ年の消防体制を計画するに
あたり、「第三次稲城市消防基本計画」を策定しました。 

●第三次稲城市消防基本計画（平成28年～37年） 

 １ 市民が安心できる消防体制 

 ２ 火災予防対策 

 ３ 地域防災力の向上 

 ４ 地域と連携した消防団組織 

 ５ 防災関係団体との連携 
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稲城市の防災体制② 
• 第三次稲城市消防基本計画の策定において、現状の「市単
独消防」と「東京消防庁への事務委託」について比較検討を
行い、今後も市単独消防を推進することを決定しました。 

• 今後も、単独消防の利点を活かし、実災害に即した訓
練を重ね、市民が安心して生活できる消防・防災体制
の充実強化に努めてまいります。 

【単独消防のメリット】 

① 施策の意思決定が速く、迅速に実現できる。 

② 地域団体との連携のとれた消防・防災行政を推進できる。 

③ 消防本部が市の一部局であり、各種消防施策を市と連携して遂行できる。 

④ 消防職員の市外異動がないことから、管内情勢に精通できる。 

⑤ 防災課を消防本部に配置しており、防災業務の一元化を図ることができる。 
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稲城市の防災対策 
• 稲城市では、震災などの大規模災害による被害を軽減す
るため「稲城市地域防災計画」を策定しています。 

• この計画では、市、防災機関、事業者及び市民が行うべ
き対策を、項目ごとに予防・応急・復旧の各段階に応じて
具体的に定めています。 

• 東日本大震災の諸課題に対応するため、平成27年度に
修正を行いました。 

 

 
●稲城市地域防災計画 

 【基本的な考え方】 

  １ 自助・共助・公助による地域防災力の向上 

  ２ 機動力・行動力の構築 

  ３ 市民の生活の早期再建のための体制構築 
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防災対策の取り組み① 
• 稲城消防署 上平尾消防出張所の開設 

 （平成29年4月1日、運用開始） 

（撮影＝平成28年12月） 
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防災対策の取り組み② 

• 新たな防災拠点（平成28年４月～） 

 稲城長峰スポーツ広場 防災倉庫  
 当施設は、ナイター設備を備えたサッカー場、
フットサル場として利用できるだけでなく、災害時
の活用を想定し、防災倉庫や駐車場を整備しま
した。 

▼熊本地震被災地への緊
急支援物資搬出の様子 
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災害への備え 
• 地域、行政、民間団体等のそれぞれが、防災を
「自分ごと」として捉え、相互の繋がりを構築する
取り組みが、ますます重要となります。 

• 地域防災訓練等に積極的にご参加いただき、実
際の訓練を体験して、地域ぐるみで災害に備え
ましょう。 
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災害時の情報発信 
• 市では、様々な方法で、災害発生時に情報発信
を行います。 

稲城市公式ツイッター 

稲城市メール配信サービス 

災害速報メール 

• 日頃からの備えのもと、正確な情報に基づき、
落ち着いた行動を心がけましょう。 

※その他、防災行政無線での発令や広報車による巡回等を実施 10 


